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ノードフェイルオーバープランの概要と使用方法ペ
ージ

ノードのハイアベイラビリティ（ HA ）パートナーノードに障害が発生した場合のノー
ドのパフォーマンスへの影響は、 Performance/NodeFailover Planning ページで概算で
きます。Unified Manager は、 HA ペアの各ノードのパフォーマンス履歴に基づいて見積
もりを行います。

フェイルオーバーのパフォーマンスへの影響を見積もることで、次のシナリオに備えて計画することができま
す。

• フェイルオーバーによって、テイクオーバーノードの推定パフォーマンスが常に許容できないレベルまで
低下する場合は、フェイルオーバーによるパフォーマンスへの影響を軽減する対処策を実施することを検
討できます。

• ハードウェアのメンテナンスタスクを実行するために手動フェイルオーバーを開始する前に、フェイルオ
ーバーがテイクオーバーノードのパフォーマンスに及ぼす影響を見積もって、タスクを実行する最適なタ
イミングを判断できます。

ノオトフエイルオオハアフランヘシテノタイシヨサクヲカクニ
ン

Performance / Node Failover Planning ページに表示原因された情報に基づいて、フェイ
ルオーバーが HA ペアのパフォーマンスを許容可能なレベルよりも低下しないように対
処できます。

たとえば、フェイルオーバーによって予測されるパフォーマンスへの影響を軽減するために、一部のボリュー
ムまたは LUN を HA ペアのノードからクラスタ内の他のノードに移動できます。これにより、プライマリノ
ードはフェイルオーバー後も許容されるパフォーマンスを引き続き提供できます。

Node Failover Planning ページのコンポーネント

Performance / Node Failover Planning ページのコンポーネントが、グリッドと
Comparing ペインに表示されます。これらのセクションで、ノードのフェイルオーバー
によるテイクオーバーノードのパフォーマンスへの影響を評価できます。

パフォーマンス統計グリッド

Performance/NodeFailover Planning ヘエシには、レイテンシ、 IOPS 、利用率、使用済みパフォーマンス容
量の統計を含むグリッドが表示されます。

このページおよび Performance/NodePerformance Explorer ページに表示されるレイテンシと
IOPS の値は一致しないことがあります。異なるパフォーマンスカウンタを使用してノードフ
ェイルオーバーを予測するために値が計算されるためです。

グリッドでは、各ノードに次のいずれかのロールが割り当てられます。
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• プライマリ

HA パートナーで障害が発生した場合にパートナーをテイクオーバーするノードです。ルートオブジェク
トは常にプライマリノードです。

• パートナー

フェイルオーバーシナリオで障害が発生したノードです。

• 推定テイクオーバー

プライマリノードと同じ。このノードに対して表示されるパフォーマンス統計は、障害が発生したパート
ナーをテイクオーバーしたあとのテイクオーバーノードのパフォーマンスを示します。

テイクオーバーノードのワークロードはフェイルオーバー後の両方のノードのワークロードの
合計に相当しますが、推定テイクオーバーノードの統計はプライマリノードとパートナーノー
ドの統計の合計にはなりません。たとえば、プライマリノードのレイテンシが 2 ミリ秒 / 処理
でパートナーノードのレイテンシが 3 ミリ秒 / 処理の場合に、推定テイクオーバーノードのレ
イテンシが 4 ミリ秒 / 処理になることがありますこの値は Unified Manager で計算されます。

パートナーノードをルートオブジェクトにする場合は、そのノードの名前をクリックしま
す。Performance/NodePerformance Explorer ヘエシが表示されたら、 * Failover Planning * タブをクリックし
て、このノード障害シナリオにおけるパフォーマンスの変化を確認できます。たとえば、 Node1 がプライマ
リノードで Node2 がパートナーノードの場合、 Node2 をクリックしてプライマリノードに切り替えることが
できます。これにより、どちらのノードで障害が発生したかに応じて、予想されるパフォーマンスの変化を確
認することができます。

比較ペイン

デフォルトでは ' 比較ペインに表示される構成部品は次のとおりです

• * イベントチャート *

これらの値は、 Performance/NodePerformance Explorer ページと同じ形式で表示されます。プライマリ
ノードのみが対象になります。

• * カウンタチャート *

グリッドに表示されるパフォーマンスカウンタの過去の統計が表示されます。各チャートの推定テイクオ
ーバーノードのグラフには、フェイルオーバーが特定の時点で発生した場合の推定パフォーマンスが表示
されます。

たとえば、利用率のチャートに、推定テイクオーバーノードの 2 月 3 日の午前 11 時の利用率が 73% と表
示されているとします2 月 8 日に。その時点でフェイルオーバーが発生した場合は、テイクオーバーノー
ドの利用率は 73% になります。

過去の統計は、テイクオーバーノードに過大な負荷をかけずにフェイルオーバーを開始する最適な時刻を
特定するのに役立ちます。テイクオーバーノードの予測パフォーマンスを確認して、許容される時間にフ
ェイルオーバーをスケジュールすることができます。

デフォルトでは、ルートオブジェクトとパートナーノードの両方の統計情報が比較ペインに表示されま
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す。Performance/NodePerformance Explorer ページとは異なり、このページには統計比較用のオブジェク
トを追加するための Add ボタンは表示されません。

[Performance/Node Performance Explorer] ページで行うのと同じ方法で、 [Comparing （比較） ] ペインをカ
スタマイズできます。グラフをカスタマイズする例を次に示します。

• ノード名をクリックすると、カウンタグラフでそのノードの統計の表示と非表示が切り替わります。

• 特定のカウンタの詳細なグラフを新しいウィンドウに表示するには、 * Zoom View * をクリックします。

Node Failover Planning ページでしきい値ポリシーを使用しま
す

ノードしきい値ポリシーを作成して、フェイルオーバーが発生する可能性があるとテイ
クオーバーノードのパフォーマンスが許容できないレベルまで低下する場合に、
Performance/NodeFailover Planning ページで通知されるようにすることができます。

「 Node HA pair over-utilized 」という名前のシステム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーは、 6 回の収
集期間（ 30 分）に連続してしきい値を超えた場合に警告イベントを生成します。HA ペアのノードの使用済
みパフォーマンス容量の合計が 200% を超えると、しきい値を超えたと認識されます。

システム定義原因のしきい値ポリシーで生成されたイベントは、フェイルオーバーによってテイクオーバーノ
ードのレイテンシが許容できないレベルまで上昇することを警告します。特定のノードについてこのポリシー
で生成されたイベントが表示された場合は、そのノードの Performance/NodeFailover Planning ページに移動
して、フェイルオーバーによる予測レイテンシ値を確認できます。

このシステム定義のしきい値ポリシーの使用に加えて、「 Performance Capacity Used - Takeover 」カウンタ
を使用してしきい値ポリシーを作成し、選択したノードにそのポリシーを適用できます。200% を下回るしき
い値を指定すると、システム定義のポリシーのしきい値を超える前にイベントを受け取ることができます。シ
ステム定義のポリシーイベントが生成される前に通知を受け取るには、しきい値を超えた最低期間を 30 分未
満に指定することもできます。

たとえば、 HA ペアのノードの使用済みパフォーマンス容量の合計が 10 分以上にわたって 175% を超えた場
合に警告イベントが生成されるようにしきい値ポリシーを定義できます。HA ペアの Node1 と Node2 にこの
ポリシーを適用できます。ノード 1 またはノード 2 の警告イベント通知を受け取ったら、そのノードのパフ
ォーマンス / ノードフェイルオーバー計画ページを表示して、テイクオーバーノードへのパフォーマンスの影
響を推定できます。フェイルオーバーが発生した場合は、テイクオーバーノードの過負荷を回避するための対
処を実行できます。ノードの使用済みパフォーマンス容量の合計が 200% を下回っている間に対処を行う
と、この期間にフェイルオーバーが発生してもテイクオーバーノードのレイテンシが許容できないレベルに到
達することはありません。

フェイルオーバー計画に使用済みパフォーマンス容量の内訳グ
ラフを使用する

詳細な使用済みパフォーマンス容量 - 内訳グラフには、プライマリノードとパートナー
ノードの使用済みパフォーマンス容量が表示されます。また、推定テイクオーバーノー
ドの空きパフォーマンス容量も表示されます。この情報から、パートナーノードで障害
が発生した場合にパフォーマンス問題が確保されるかどうかを判断できます。
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このタスクについて

内訳グラフでは、ノードの使用済みパフォーマンス容量の合計に加えて、各ノードの値がユーザプロトコルと
バックグラウンドプロセスに分けて表示されます。

• ユーザプロトコルは、ユーザアプリケーションとクラスタとの間の I/O 処理です。

• バックグラウンドプロセスは、ストレージ効率化、データレプリケーション、およびシステム健常性に関
連する内部システムプロセスです。

この詳細レベルにより、パフォーマンス問題の原因が、ユーザのアプリケーションアクティビティであるか、
重複排除、 RAID 再構築、ディスクスクラビング、 SnapMirror コピーなどのバックグラウンドのシステムプ
ロセスであるかを判別できます。

手順

1. 推定テイクオーバーノードとして機能するノードの * パフォーマンス / ノードフェイルオーバー計画 * ペ
ージに移動します。

2. * Time Range * セレクタから、カウンタグリッドおよびカウンタチャートに履歴統計を表示する期間を選
択します。

カウンタグラフにプライマリノード、パートナーノード、推定テイクオーバーノードの統計が表示されま
す。

3. [ グラフの選択 *] リストから、 [*Perf ] を選択します。使用済みパフォーマンス容量 * 。

4. 使用済み使用済み容量 * グラフで、 * 内訳 * を選択し、 * ズームビュー * をクリックします。

パフォーマンスの詳細チャート。使用済みパフォーマンス容量 ] が表示されます。
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5. 詳細チャートにカーソルを合わせると、ポップアップウィンドウに使用されているパフォーマンス容量の
情報が表示されます。

パフォーマンスCapacity Free] の割合は、 Estimated Takeover ノードで使用可能なパフォーマンス容量で
す。これは、フェイルオーバー後にテイクオーバーノードに残っているパフォーマンス容量を示しま
す。0% の場合は、フェイルオーバーによってレイテンシが原因に増加し、テイクオーバーノードが許容
できないレベルまで増加します。

6. その場合、空きパフォーマンス容量の割合の低下を回避するための対処を検討します。

ノードのメンテナンスのためにフェイルオーバーを開始する予定の場合は、空きパフォーマンス容量の割
合が 0 でない時間帯にパートナーノードを停止するようにしてください。
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